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[はじめに] 

Si フォトニクスにおいて入出力光用の光フ

ァイバーと Si 光導波路の間の結合損失が大き

な問題となっている。解決方法として、結合損

失を軽減するスポットサイズコンバータ

(SSC)[1,2]があるが、その特性を決める詳細な

パラメータは求められていない。そこで今回

SSC を作製し構造パラメータの特性を評価し

た。 

[実験] 

 SSC を設計、作製し光強度の測定を行い、

SSCのパラメータ依存性を評価した。 

[結果、考察] 

測定結果を図 2 に示す。(a)より A は長いほど

高い出力光を得た。理由は A が長いほど伝播

光のモードが安定し、外側のガイド用 Si 導波

路に効率よく光が取り入れられたためだと考

えられる。(b)より B は短いほど、高い出力光

を得た。理由は B が短いほど染み出し光の減

衰が少ないためだと考えられる。(c)より C は

長いほど、高い出力光を得た。理由は Cが長い

ほど横方向に多くの光を中間屈折率クラッド

内に取り込めたためだと考えられる。(d)より θ

は小さいほど高い出力光を得た。θが小さいほ

ど、中心の Si 導波路のテーパ部分が長く、側

面入射光を多く取り込めたためだと考えられ

る。まとめると、A が 100μm、B が 150nm、C

が 6μm、θが 0.05deg の時、最大の出力光を得

た。当日は SSC を組み込んだリング共振器バ

イオセンサーの作製と評価について述べる。 
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図 2.光強度のパラメータ依存性 

図 1.SSCの構造(平面図) 
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